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WHEC2000国際アドバイザリーボードメンバー会議

記録報告

北京で開催されたWHEC2000会期中、 6月 13日、

12:00から IAHEのアドバイザリーボードメンバー

(ABM)会議が開催された。出席者は27名で、ドイツ、

米国、韓国、イタリア、スウェーデ、ン、メキシコ、ウ

クライナ、カナダ、ロシア、ユーゴ、中国等から委員

が出席した。

本報告者ははじめて WHECに参加し、国際アドバ

イザリーボード会議の経験も初めてであり、その雰囲

気を HESS理事会に報告したい。

Prof. Vezirogluが議長として ABM開催挨拶を行い、

各国委員の自己紹介と続き、以下の事項について報告、

審議，討論が行われた。

1. IAHEの会員数報告(2000年5月現在)

・会費支払い会員数:838人(うち団体会員数は4)

.開発途上国などの会費未納会員数:250人

2. IAHE会員数の増加方法について

・特に企業団体会員数を増やしたい(Veziroglu)

・各国の水素エネルギー関連協会が各国で、企業団体会

員をもっており、その会員を IAHEの団体会員へ

と勧誘するよう、各国が努力すべきである(カナダ

委員)

. Veziroglu議長からは賛成の意が表され、参加会員

のIAHE会費を 10"'20%程度、安くすることで実

施したく、本部で検討するという話であった。

・日本では燃料電池実用化に向け企業が水素に興味を

示すものの、現在の経済事情では企業団体会員の増

加獲得に HESSは困難な状況にあるとしづ状況を

報告した(内田)

水素エネルギー協会副会長

東海大学教授内田裕久

本、韓国、スウェーデン)から立候補があった。さらに、

スイス、イタリアから突然の立候補があり、計5カ国

が立候補した経緯があった。

IAHE理事会での審議の結果、第 15回 WHEC2004

は日本、横浜で開催することになった旨が報告された。

・代替案として、スウェーデ、ンがノルウェ一、フィン

ランド、デンマーク、アイスランドと共同で

HYDROGEN FORUMを開催する可能性が議長より

報告された。

・また、韓国については第 15回以降のWHECへ、ま

たは HYFORUM2005へ立候補する議長提案があっ

た。

・スイスについても HYFORUM、または第 16回

WHECへの立候補を議長が提案した。

いずれにせよ第16回以降のWHECはオープンであり、

スウェーデ、ン、韓国、スイス等、積極的に立候補して

欲しい旨が議長より伝えられた。

4. HYFORU乱12000

. Prof. Winter(ドイツ委員)より HYFORUM2000の

目的、準備状況について説明があった。

水素マーケットの浸透は不十分である。水素専門家以

外にも水素利用に興味をもたせる必要がある O

HYFORUM2000はこの視点から重良行、投資事業、政

策関係者を大規模に参加させ、経済、政治を巻き込ん

だ新しい水素社会にむけたアブローチを狙っている 0

・Veziroglu議長より IAHEがHYFORUM200を支

援する旨が話された

3. WHEC2002、WHEC2004開催決定について 5. HYPOTHESIS 2001 

Veziroglu議長から以下のような報告があった。.Prof. Lehmanから、 2001年開催予定の HY-

・2004年の日明EC開催について正式には 3カ国(日 POTHESIS 2001の説明があった。
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6 米国委員質問-WHEC'HYFORUM. HYPOTH-

ESISの違いについて

. Vezlroglu ;議長より、 competitiveな部分と違った目

的もあるが、どの主催者もこのアドボードメンバーで

あり、この ABMで整合性を持たせたい、との回答が

あった門

7 米調委員提案-C02削減に関する各種集会、委員

会などと IAHEとのつンク強化

， Vziroglu議長が積極的に賛成の意を表した.

8 ユーゴ、委員提案ーバルカン地域 Solar--Hydrogen 

Forum形成案

詰諾?さ才ホれ1乙JたO

9 1:干賓の水素エネルギー協会開催予定、活動予定'育

報を [AHEインターネット公開Veziroglu議長より報

企二があった。

10.水素関連国際集会に対する見解

議長より、 ¥VHEC、HYFORUM、HYPOTHESIS、

NESC等、いろいろな水素関係の集会が開催されてい

とが、これは歓迎すべきことで、多くの異なる形態の

集会があれば、、出席する人々も異なる分野からの出席

者に4なる可能性は大きい。これは水素エネルギー紅会

を実現するには重要なことであると、議長から現在多

数ある水素エネルギー関係の国際集会への感想、が述べ

ら才 Jた。

ll. 各国からの報告

@日本からの報告として、 WHEC2004が横浜に決定

されたことに感請ける、準備開始に向けて努力したい。

通産省を始めとする政府研究機関、 トヨ夕、ホンダ等

の自動車企業は積極的に WHEC2004を支援する窓

芯を表明しているので期待して欲しい。

各!五のご支援をお願いしたい。以上の内容を内田が報

合した

この後、各国から今後開催予定の集会案内などが幸Siftt

され終了した。
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12.補足

. PWSCHTM委員会

6月 14日、 12:00から IAHEに置かれている水素と

材料の問題を研究し、定期的に匡際集会開催や出版物

を発行している PermanentWorking Scientific 

Committee on Hydrogen τreatment of Maaterials 

(PWSHT官。委員会が開かれた。北京に出席したメンバ

ーのみで、 Prof.Veziroglu、ProfV. Goltsov、内田の

8名であった。

• In t. Conf. on HTM2001 

2001年 5月にウクライナのドネックで材料関係の国

際会議を開催し、 Int.J. Hydrogen Energyに収録す

る発表論文数の打・合せを行ったc

. Eco Material国際会議

最近の動きとして、日本では科技庁が中心に環境負荷

の小さい材料ーエコマテリアノレー開発を進めている。

内田は科技庁が主催する Int.Conf. on ECO 

MATERIAL (Oct. 2001 Hawaii、USAの実行委員長

として準備中であり、 EnvironmEmtCOnsciousから

定義される E咽CO(ヱコ)の説明を行い、水素関連の研究

も含む方向を報告した。

Prof. Ve偲Zl立ro暗gluがECO

援を表明しInt.J. Hydrogen Energ幻yfにこ開催案内を掲

載することになつ7たヒ。またProf.Vezirogluへエコマテ

ソアノレ国際会議への参加要請を行ったコ




